
 

令和５年度 

豊田市区長会 第３回 役員会 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和５年５月３１日（水） 午後２時から 

場 所  豊田市役所 南庁舎５階 南５２会議室 

 

区長会シンボルマークの趣旨 

 

このシンボルマークは､ 

「人づくり・まちづくり・幸せづくり」

をひとつひとつの輪に託し、心を合わせ

て伸びていくことを表現しています 

市民の誓いシンボルマークの趣旨 

 

「豊田市の花『ひまわり』の種をモチー

フに、本文の５項目を明るいラインで表

し、実践活動を通して、わたくしたち市

民の手で、豊田市を未来に向かって育て

伸ばそう」という意味を表しています。 

このシンボルマークは､市の花「ひまわ

り」のなかに５つの誓いを５本の指で表

現しています。 
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・身障協会福祉事業回覧にご協力をお願いします。
・回覧文書等は担当者が直接自治区へ持参します。
【連絡先】豊田市身障協会（電話：31-2941）

情報
提供

受講者が決定したため、別表のとおり報告します。
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【表彰式】
　愛知県 令和6年1月25日（木）予定
　豊田市 令和6年1月27日（土）予定
【連絡先】豊田市交通安全市民会議（交通安全防犯課内）
　　　　　電話：34-6633/FAX：32-3794
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令和５年度自治区デジタル実証実験の進め方について（案） 
 
 １ 自治区デジタル実証実験の概要                                 

（１）期間  
令和４年１１月 令和６年３月（現在実施中） 

（２）対象 
・自治区⾧（浄水地区５名・美里地区１４名） 
・担当支所（地域支援課・高橋支所） 

 （３）扱い 
豊田市区⾧会総務委員会と地域支援課との共同研究 

（４）方法 
  豊田市から自治区⾧へタブレットを貸与。 

タブレットを使うことによる以下のやり取りの変化を検証。 
   ア 自治区⾧⇔支所・区⾧会事務局 
   イ 自治区⾧⇔他の自治区⾧ 
   ウ 自治区⾧⇔自治区民 
（５）使用機器 
  端末   …iPad（第９世代）、タッチペン・キーボード付き保護ケースを付属 
  追加アプリ…Microsoft（Word,Excel,OneDrive（クラウド保存）の機能） 
        LINE WORKS（LINE のようなビジネス用チャット） 
 

 ２ 令和４年度の取組                                   
（１）浄水・美里地区の共通の取組 （※以外は各地区で開催） 

日程 内容 
１１月 タブレット使用開始（市から自治区へ貸与） 

導入講習会（充電、電源オンオフ、文字入力のやり方など） 
１２月 LINE WORKS（トーク・ファイル閲覧）、あいち電子申請届出システム 
 １月 オンライン会議 

１月※ 浄水・美里地区自治区⾧が集合して意見交換 
（タブレット活用状況の確認、各地区のデジタル化の取組発表） 

 ２月 LINE WORKS の応用方法 
 ３月 新区⾧への引継ぎ方法 

 
（２）浄水地区での取組 …浄水町自治区での区民への情報発信 
  ＬＩＮＥ公式アカウントアプリを使って、自治区から行事連絡や地域に関する役立つ情報

を発信する。令和５年２月に最初の配信を行った。当時の友だち登録数は５００人。メッセ
ージの開封率は９４％。防災ゲームを掲載した HP リンクのクリック率は３４％であった。 

 
 
 
 
 

LINE 公式アカウントとは 

名前の前に★マークが付いている、企業、店、芸能人などの LINE の友だちのこと 
浄水町自治区の場合… 
・「浄水町自治区」というアカウントを作成 
・住民が LINE の友だち追加をすると、自治区からのメッセージが受け取れる 
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（３）美里地区での取組 …ファイリングシステム構築 
  ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳのフォルダ機能を使って必要な情報の整理を行う。現在は、美里

地区の４役が主体となって検討している。区⾧会資料、自治区だより、イベントの日程、
保有する防災機材 など必要な情報が何かを洗い出している。 

  また、タブレットが配布されてからは、美里地区４役で１ ２週間に一回集合し、タブレ
ットの練習をしたり、今後の方針を検討している他、４役や若手区⾧が先生となってタブ
レットの使い方を区⾧同士で教え合った。その努力の結果、タブレットに慣れない区⾧も
ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳを見ることができるようになった。 

 
 

 ３ 令和５年度の取組（案）                               
〇令和６年３月まではタブレットを使った実証実験を継続する。具体的な取組内容は、各地

区・各自治区の状況に応じて、市と協議しながら行っていく。 
  

〇必要な経費が発生した場合は、区⾧会事務局（地域支援課）と該当地区が調整し、豊田市区
⾧会会議研修費の予算から執行する。 

 
〇以下について、浄水・美里地区の意見・実証実験結果を参考にし、区⾧会と市が協議する。 

＜今後の検討課題＞ 
・タブレットをはじめ、デジタル機器の必要性 
・ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳをはじめ、コミュニケーションツールの必要性 
・あいち電子申請届出システムをはじめ、自治区から市への申請方法の電子化の利便性 
・さらなるデジタル化要望への対応 
 例）自治区への補助金制度の見直し 
・デジタルが苦手な自治区への寄り添ったサポート 
 例）スマホ・パソコンの使い方教室開催、電子申請だけに限らず紙による申請の対応 

  
  
 ４ 担当                                        
  区⾧会事務局（豊田市役所地域支援課内） 吉村、田嶋 
    ＴＥＬ ０５６５－３４－６６２９ 
    ＦＡＸ ０５６５－３５－４７４５ 
    メール juminjichi@city.toyota.aichi.jp 
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令和５年５月２５日 

 

令和５年度豊田市区長会役員会の進め方について（案） 

 

１ 区長会 報告・協議・依頼事項 

 

２ コミュニティ会議会長連絡会 報告・協議・依頼事項 

 

３ 共済会運営委員会 報告事項 

 

４ 豊田市等からの依頼・情報提供事項 

 

５ 意見交換 

（例）区長会として市に要望したいこと、 

自治区運営で困っていて他自治区に聞きたいこと、 

豊田市から説明してほしい施策などを検討 

 

６ 豊田市からの主要施策の説明 

（例）第８次総合計画の進捗について 

防災の取組について（派遣職員から報告など） 

共助の移動手段としてのカーシェアリングについて など 
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令和５年度 豊田市区長会総会の開催結果について（報告） 
 

１ 日  時  令和５年５月１３日（土） １１時から１２時３０分まで 

２ 会  場  市民文化会館 大ホール 

３ 出席状況  会員総数２９８名中 ２７６名（出席者１６２名、委任状１１４名） 

         来賓５名 

４ 議  事  （１）議長の選出  逢妻地区 深田山自治区 川上 稔 区長 

         （２）議案の審議結果 第１号議案～第１０号議案まで原案どおり承認 

５ 質 問 等 

 
質問等 総会での回答 役員会での検討結果（案） 

第５号議案 

会則内の文言について 

語句の統一等修正が必

要な箇所がある。 

役員会で検討する。 

会則の文言修正は令和６年

度総会での改正に向けて準

備していく。 

第８号議案 

自治区デジタル化実証

実験に予算をつけてほ

しい。 

役員会で検討する。 

「会議研修費」予算の中で

確保しており、そこから予

算執行する。 

第８号議案 

区長会費を３万円支払

い、地区運営費として

２万円戻されるやり方

を見直したらどうか。 

（会費を 1万円とし、

地区運営費は各地区で

徴収するなど） 

一律の会費だと小さな

自治区としては負担が

大きい。 

役員会で検討する。 

地区運営費は各地区区長会

の運営に必要な予算であ

り、見直す予定はない。そ

の使い方はこれまで通りそ

れぞれの地区区長会で決め

てほしい。会費３万円につ

いては次年度予算（案）編

成時に役員会で検討する。

区長会は２９８人の区長で

成り立っており、総会でも

区の大小に関わらず各々１

個の表決権がある。会費に

ついても同じと考えてい

る。御理解いただきたい。 

 

６月区長便 

-4-



-5-



令和５年度 豊田市区長会共済会 

 

第 ３ 回  運 営 委 員 会 

 

１ 見舞金の支給について 

該 当 期 間 
今期支給状況 前年同期状況 

件数 支給額（円） 件数 支給額（円） 

5 月 1 日 ～ 5 月 3 1 日 0 0 2 87,000 

4 月 １ 日 ～ 5 月 3 1 日 1 23,000 2 87,000 

１件あたりの平均支給額 ― 0 ― 0 

２  賠償金の支給について 

該 当 期 間 
今期支給状況 前年同期状況 

件数 支給額（円） 件数 支給額（円） 

5 月 1 日 ～ 5 月 3 1 日 0 0 0 0 

4 月 １ 日 ～ 5 月 3 1 日 0 0 0 0 

 

 

《自治区活動事故報告書について》 

＊ 「事故報告書(損害補償金用)」（様式第２号）と写真（破損個所と車のﾅﾝﾊﾞｰ入り）・見積・車検証のコピ

ー・管理下中事故証明書を添えてすみやかに提出してください。 

 

《共済会事故報告書について》 

＊ 「事故報告書」（様式第２号）は、原則として事故発生後５日以内に提出してください。 

＊ 疾病、内疾患（熱中症・貧血・立ち眩み等）が原因でお怪我をされても、対象となりません。 

＊ 日にちが経ってから病院へ行かれても、行事とケガの因果関係が分らなくなるため、原則認められなく

なってしまいます。（提出が遅れた場合も同じです） 

 

環境美化等での草刈り機を使用する場合は、周囲の人や車などから、 

１５ｍ以上離れ、物損事故や人身事故が起きないよう十分注意して作業をしてください。 

    また、暑い時期での作業は、飲み物を各自で用意をして水分補給をするよう 注意を促し、 

適宜休憩をとりながら実施してください。 

 

【問合せ先】区長会事務局 中山 電話 ３４-６６２９ 
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６月区長便送付文書一覧 
 

※区長会ホームページ（https://www.toyota-kuchokai.org）でも、資料を掲載しています。 
 

№ 文 書 名 担当課 電話 種類 送付先 

1 ごみ非常事態宣言以降の状況 循環型社会推進課 71-3001 配付 全自治区 

2 「夏の交通安全市民運動実施要項」他 交通安全防犯課 34-6633 配付 全自治区 

3 豊田市区長会総会の開催結果 豊田市区長会 34-6629 配付 全自治区 

4 
令和５年度豊田市区長会・豊田市区長

会共済会会費の領収書 
豊田市区長会 34-6629 配付 全自治区 

5 令和５年度 道路・河川愛護作業報告書 
道路維持課 

河川課 

34-6645 

34-6672 
依頼 全自治区 

6 

愛知県交通安全県民大会及び豊田市交

通安全市民大会における表彰候補者等

の推薦 

交通安全防犯課 34-6633 依頼 全自治区 

7 「社会を明るくする運動」啓発ちらし こども・若者政策課 34-6630 回覧 全自治区 

8 ぼらんてぃあだより 社会福祉協議会 31-1294 配付 旧市内自治区 

 

 

 

※区長便の空袋は、翌月配達時に回収いたしますのでご協力ください。 

・区長便の空袋は、区長便箱へ入れておいていただくか、お近くの支所へお渡

しください。 

・区長便袋には、送付文書を残さず、必ず空にしてください。 

 （提出物などを入れないようにお願いします。）  

 

※自治区だよりは、発行の都度支所に３部（挙母地区は地域支援課に２部）提出

してください。 

 

 ※回覧数等の変更・訂正がある場合は、支所・地域支援課へご連絡ください。 

 

【地域支援課】電 話：（0565）34－6629  ＦＡＸ：（0565）35－4745 

       メール：chiikishien＠city.toyota.aichi.jp 
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Ｍｅｍｏ 
｢人づくり･まちづくり･幸せづくり｣ 



「市民の誓いシンボルマーク」(平成 18 年制定) 
「豊田市の花『ひまわり』の種をモチーフに、本文の

５項目を明るいラインで表し、実践活動を通じて、
わたくしたち市民の手で、豊田市を未来に向かって
育て伸ばそう」という意味を表しています。 

 

豊田市民の誓い 
 

 わたくしたちは、七 州
しちしゅう

をのぞむ 美
うつく

しい山河
さ ん が

にかこまれ、 

 輝
かがや

かしい 衣
ころも

の里
さと

の歴史
れ き し

と伝統
でんとう

をうけつぎながら、 

   明日
あ す

に向
む

かって伸
の

びゆく豊田市
と よ た し

の市民
し み ん

です。 

 

    １   緑
みどり

をはぐくみ、川
かわ

を大切
たいせつ

にして、 

豊
ゆた

かな自然
し ぜ ん

を愛
あい

しましょう。 

１   スポーツに親
した

しみ、教養
きょうよう

を高
たか

めて、 

文化
ぶ ん か

の向上
こうじょう

につとめましょう。 

    １   元気
げ ん き

で 働
はたら

き、若
わか

い 力
ちから

をそだてて、 

幸
しあわ

せな家庭
か て い

をつくりましょう。 

    １   互
たが

いに助
たす

けあい、 心
こころ

の輪
わ

をひろげて、 

あたたかい町
まち

をつくりましょう。 

１   いのちを 尊
とうと

び、きまりを守
まも

って、 

住
す

みよい社会
しゃかい

をつくりましょう。 

                                                  （昭和５３年３月１日制定） 

 

        





資料２ 

１ページ 

 

令和５年５月３１日 

 

自治区長 各位 

 

社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会 

 会  長   幸  村  的  美 

とよた市民福祉大学運営委員会    

委 員 長 山 村 史 子 

（公 印 省 略） 

 

「とよた市民福祉大学（第８期）」について (報告) 

 

平素は本会の事業に対し、格別なるご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、「とよた市民福祉大学（第８期）」の募集について、自治区内の周知にご協力

いただき、誠にありがとうございました。 

つきましては、受講者が決定いたしましたので、別表のとおり人数を報告いたしま

す。 

ご承知おきくださいますようお願いいたします。 

 

記 

１ 事業名 

  とよた市民福祉大学（第８期） 

 

２ 受講決定者 

コース名 受講決定者数 

① 福祉入門コース ３５名 

② 家庭介護コース ４０名 

 

３ その他 

  地区別の人数は、別表をご参照ください。 

 

４ 連絡先 

豊田市社会福祉協議会 共生推進課 担当：稲吉、武藤 

〒471-0877 豊田市錦町 1丁目 1-1 

電 話 （0565）31-1294（直通）  ＦＡＸ （0565）33-2346 

Ｅメール  vc@toyota-shakyo.jp 休業日  日・月曜日及び祝日 
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とよた市民福祉大学の報告 
 

第２次豊田市地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本目標の１つである「地域福祉活動の
担い手を増やす」を実現するため、「とよた市民福祉大学」を実施しています。 

福祉入門コースと家庭介護コースの２コースを開講し、運営は本会が設置する地域福祉活
動推進委員会におけるとよた市民福祉大学運営委員会が中心となって行っています。 

福祉入門コース                                    
1 開催趣旨 

従来の啓発による住民福祉教育活動から、「人材の育成・養成」を目的とした市民福祉教
育活動の実践を目指し、地域における福祉活動の担い手の育成を実施します。 

 
2 受講者・修了者数 

１期 平成２８年度 受講者４８名 修了者４７名 
２期 平成２９年度 受講者３９名 修了者３７名 
３期 平成３０年度 受講者３４名 修了者３３名 
４期 令和 元年度 受講者３２名  修了者３２名 
５期 令和 ２年度 受講者１３名 修了者１３名 
６期 令和 ３年度 受講者２３名 修了者２０名 
７期 令和 ４年度 受講者１７名 修了者１６名 
８期 令和 ５年度 受講者３５名 （６月 １１月 １２回開催） 

 
〈中学校区別修了者数〉 ※計は第８期の受講者全員が修了とみなした数。  ［名］ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崇化館 19 2 21 若　園 1 2 3

梅坪台 7 2 9 猿投台 5 1 6

浄　水 9 3 12 井　郷 6 0 6

朝日丘 10 2 12 猿　投 7 2 9

逢　妻 12 1 13 保　見 9 0 9

高　橋 6 3 9 石　野 2 0 2

美　里 14 1 15 松　平 13 2 15

益　富 12 1 13 藤　岡 3 1 4

豊　南 6 2 8 藤岡南 5 1 6

末野原 7 4 11 小　原 1 0 1

上　郷 5 1 6 足　助 2 0 2

竜　神 8 1 9 下　山 2 0 2

高　岡 8 1 9 旭 2 0 2

前　林 14 1 15 稲　武 3 1 4

計 198 35 233

中学校 １～7期 8期 計計 中学校 １～7期 8期
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家庭介護コース                                   
1 開催趣旨 

安心した生活を支えるため、地域の多様な担い手による介護予防、生活支援サービスが
重要です。将来の自分のため、家族のため、そして地域の担い手としての「人材育成・養
成」を目的に介護の基礎を学ぶ家庭介護コースを実施します。 

※修了後は、「豊田市生活支援担い手養成研修」修了者と同等の資格が得られ、介護保険
制度における総合事業のサービス（生活支援訪問サービス）に就業できます。 

 
2 受講者・修了者数 
  １期 平成２８年度 開講準備 

２期 平成２９年度 受講者４１名 修了者４１名 
３期 平成３０年度 受講者３０名 修了者２７名 
４期 令和 元年度 受講者３０名 修了者２９名 
５期 令和 ２年度 受講者２１名 修了者２０名 
６期 令和 ３年度 受講者３５名 修了者３３名 
７期 令和 ４年度 受講者３９名 修了者３２名 
８期 令和 ５年度 受講者４０名（６月 ８月 ８回開催） 

 
〈中学校区別修了者数〉 ※計は第８期の受講者全員が修了とみなした数。  ［名］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崇化館 11 4 15 若　園 4 3 7

梅坪台 3 1 4 猿投台 7 1 8

浄　水 6 1 7 井　郷 7 1 8

朝日丘 10 6 16 猿　投 7 0 7

逢　妻 10 3 13 保　見 5 0 5

高　橋 14 1 15 石　野 2 0 2

美　里 12 2 14 松　平 7 0 7

益　富 8 3 11 藤　岡 2 0 2

豊　南 8 1 9 藤岡南 6 1 7

末野原 9 2 11 小　原 1 2 3

上　郷 7 1 8 足　助 7 0 7

竜　神 10 2 12 下　山 3 0 3

高　岡 6 2 8 旭 3 0 3

前　林 6 3 9 稲　武 1 0 1

計 182 40 222

中学校 2～7期 計中学校 2～7期計8期 8期
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令和 5 年 5 月 31 日 
 

豊田市区⾧会役員 様 
 

市民部市民相談課 
課⾧ 石橋 明弘 

 
 

人権擁護委員候補者の推薦について（お願い） 
 
 
  日頃は、本市の人権啓発事業にご理解、ご協力をいただき、誠にありがと

うございます。 
さて、人権擁護委員候補者の地元推薦につきまして、該当の地区区⾧会⾧

様にお願いし推薦をいただいております。 
つきましては、今年度も引き続き人権擁護委員候補者の推薦について、該

当する地区区⾧会⾧様にご協力をいただきたくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（問合せ） 
市民相談課  石橋、堀江 
電話 ３４－６６２６ 



市 部市 相談課 
人権擁護委員について 

 

１  権擁護委員制度 
  権擁護委員は、昭和２４年６ １ 施 の 権擁護委員法で、国 に保障されている基本的
人権を擁護し、自由人権思想の普及高揚を図るため配置されました。そして、国 の基本的 権が侵
されることのないように配慮し、これが侵された場合はその救済のため、すみやかに適切な処置をとることが
その使命とされています。 

・委   嘱  格識 が く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある を、市 が議会        
の意 を聞いて推薦し、法務  が委嘱します。 
委嘱発令 は４月１日、１０月１日 

・任 期 等 任期は３年（再任可） 
給与の支給はありませんが、活動時間等に応じて国から実費弁償 、市から報償費を 
支払います。 

・年齢要件 （新任候補者）７２歳以下 
（再任候補者）７５歳未満 

・委員性格  間 。  委員など、他職との兼務も可能です。 
・委 員 数 市内２９人（中学校区毎に１人、足助地区のみ２人※小学校が多いため） 

 
２ 人権擁護委員の活動 

①人権相談                             ＊委員が当番制で相談を受けます 
名古屋法務局豊田支局    10 12 時、13 16 時 6 7 回/年 程度 
名古屋法務局（名古屋市）           〃 1 2 回/年 程度 
市役所市 相談課 毎月第 2・4 火曜日 10 12 時 1 回/年 程度 

  ※相談の中で人権侵害の申告を受けた場合は、法務局職員につないでいただきます。 
②啓発活動 

   《人権移動教室》 
  こども園や小中学校からの依頼を受け、出前講座（人権クイズ、DVD 視聴、紙芝居等）を い

ます。 
   《人権を考える集い》 
     中学校から依頼を受け、講演会やワークショップを います。講演会は、学校が選定した講師が

 い、ワークショップは委員が います。 
 《作品コンクール》 

  作品募集や審査を います。（人権作文、ポスター、書道、標語） 
③定例会への出席 
  毎月第１ 曜の午前中に、名古屋法務局豊  局で定例会が われます。委員相互の情報

交換や勉強会を います。 
 



３ 人権擁護委員の委嘱までの流れ 
① 市 相談課で、任期満了を迎える委員に継続意思の確認をします。 
② 地区区 会 に退任か継続かをお知らせします。 
③ 退任の場合は新しい委員候補者の方の推薦書を、継続の場合は現委員の方の推薦書を地区

区 会 名でご提出をお願いします。 
④ 市 相談課で、新しい委員候補の方、継続委員の から承諾書を提出していただきます。 
⑤ 市議会で同意を得ます。 
⑥ 市 相談課から法務局へ推薦書を提出します。 
⑦ 法務大臣から委嘱します。（4 月就任、10 月就任） 
 
 スケジュールの目安  
（4 月就任） 

 5 月 6    9 月 10 月 12 月  

区  人選 推薦   

市 区 会 へ依頼  推薦書受理 議案提出 12 月議会・国に推薦 

（10 月就任） 
 11 月 12    3 月 4 月 6 月  

区  人選 推薦   

市 区 会 へ依頼  推薦書受理 議案提出 6 月議会・国に推薦 

 
４ 依頼事項 
 
《令和 6 年３ 末で任期満了を迎える委員》 ※就任は令和 6 年４ １  
 

豊南、猿投台、逢妻、井郷地区の人権擁護委員に継続意思の確認をした結果 
※現委員が継続されますので、令和 5 年 7 月末までに推薦書の提出をお願いします。 
若林、石野地区の人権擁護委員に継続意思の確認をした結果 
※現委員が退任されますので、令和 5 年 9 月末までに候補者を選任いただき、推薦書の提出をお

願いします。 
 

 
《令和 6 年９ 末で任期満了を迎える委員》 ※就任は令和 6 年１０ １  
 

朝日丘、高橋、上郷、美 、足助（2 名）、稲武、浄水地区の人権擁護委員に継続意思の確認
をし、11 月頃に地区区 会 へご連絡します。 

※現委員が継続される場合、令和 6 年 1 月末までに推薦書の提出をお願いします。 
※現委員が退任される場合、令和 6 年 3 月末までに候補者を選任いただき、推薦書の提出をお 

願いします。 
















